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女子学生の食物摂取状況とNa／Ｋ比( 第２報)
○出雲悦子＊　 松本祥子＊　 中川靖枝¨　 辻　啓介≪≪*

(＊聖霊女短大 ≪ ≪実践女大，¨ ’姫路工業大)

食　　物

目的　我が国における高血圧の発症は食塩の過剰摂取によるものが多いとされ、その対

策の一つとして、ナトリウム(Na)の摂取を抑制し、カリウム(Ｋ)の摂取を増すことが望ま
れている。しかし、国民栄養調査によれば、依然としてNaの摂取量が多い状態である。
そこで、女子学生の食物摂取の実態およびNaとＫの比率を調査し、高血圧予防の一助にし
たいと考えた。
方法　対象は聖霊女子短期大学学生125 名とし、食物摂取状況調査は国民栄養調査で用
いられている様式に準じて、平成10 年５月に連続３日間自記式で行った。なお、平成２年
に138 名を対象とした調査結果との比較検討を行った。

結果　調査対象の女子短大生の食事のNa／K 比は、平均2.33 で、８年前に比べて、やや
高くなっていた。Na／Ｋ比1.5～1.9 のものが約28%,  Na ／K 比2.0～2.5のものが約24% で

あった。 Na／Ｋ比3.0～3.9 のものが約10%,  Na ／K 比4.0  以上のものは4% であった。
食生活に対する関心度のうち、塩分摂取に気をつけている者は約50％であり、野菜を多く
とるように留意している者が44％であった。演者らの行った動物( ＳＨ Ｒ) 実験によると、
Na／K 比0.6 を飼料として与えると血圧上昇を抑制する傾向にあり、Na／Ｋ比2.6群は血圧

を上昇させる傾向にあったことから、若い女性に、適切なNa／Ｋ比の食事を摂取させるた
めの食生活指導を行う必要が認められた。

2Ap-2 地域別による女子学生の排便状況と健康への意識について

○樋口　寿＊　佐藤玲子＊＊　古崎和代*3　岡田祥子＊4　平井和子＊4

(＊大阪女子学園短大、＊＊尚綱短大、＊3札幌国際大、＊4大阪市大)

【目的】便秘が大腸癌を初め種々の疾患と関連し、便通を改善することは健康維持に重要

である。我々は大阪周辺の小学生から高齢者の排便状況や排便に関連する意識について報

告し、女性は排便頻度が低く、便秘傾向は大学生に多いことを示唆した。そこで地域別に

検討するために、仙台と札幌の女子学生について調査を行い大阪と比較検討した。

【方法】大阪、仙台、札幌の女子学生（各々525 人、183 人、146 人）を対象に、1997 年

の11 月から12 月にアンケート調査を行った。

【結果】“３食きちんと食べている”と答えた女子学生の割合は、仙台65.1  % 、大阪52.5

％に対して、札幌47.2  % と最も少なかった（p ＜0.01）。“便秘と健康に関連性がある”と

答えた割合は、仙台96.2  % 、大阪94.1  % で、札幌92.5 % と地域差がみられた（ｐ＜0.05）。

排便が週に３回以下の“便秘傾向”の割合は、大阪24.9  % 、仙台24.0  % 、札幌24.7  % と

いずれも高く、“排便回数が不規則”は、大阪17.0  % 、仙台21.9% と比べると、札幌29.5

％と多く、地域差が見られた（ｐ＜0.05 ）。排便時刻を比べると、“起床から朝食直後”は

大阪が40.1  % と最も多く、仙台38.5  % 、札幌24.6  % であった（p く0.05) 。又、３地域で

排便回数が多い程“起床から朝食直後”の排便が多く、排便回数が不規則の場合に排便時

刻も不規則が多く、排便頻度と排便時刻とに関連性がみられた（各々p  ＜0.01）。
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